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食事性低血圧と起立性低血圧との違い E掴

のようになった(拡張期血圧の結果は省略)

てミ二

食事性低血圧

起立性低血圧

収縮期血圧

表 1・23.

+ 

16 (73 %) 

4 (18 %) 

20 (91 %) 

収縮期血圧

2 (9%) 

0 

2 (9 %) 

総計

18 (82 %) 

4 (18%) 

22 (100 %) 

(長谷川ら;1992から引用改変)

この表から注目される点は，起立性低血圧(-)でありながら食事性低血圧(十)例が4例

(18 %)に認められた点である.高位脊髄損傷時には著明な起立性低血圧を呈しながらも食事

性低血圧が生じない例が知られており，両者の病態が異なるものであることを示している

(古池保雄)
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